
令和６年度物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用した各種事業の結果公表 

 

 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金は、エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者に対し、地方公共団体が地

域の実情に応じて、きめ細やかな事業を実施することを目的に創設されました。 

この度、臨時交付金を活用して赤井川村が実施した令和６年度事業の取り組み結果について公表します。 

 

＜総務費＞ 

事業名 決 算 額 事業概要 事業の効果 

赤井川村令和 6 年度給付金臨

時給付事業 

12,089 千円 

(うち事務費 

2,129 千円) 

物価高が続く中で低所得世帯への支援を

行うことで、低所得の方々の生活維持を図

った。 

＊事業期間 R6.8.1～R6.12.31 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響による

住民の経済負担軽減が図られた。 

＊対象・支給額：① 非課税化世帯   10 万円×12 世帯 

        ② 均等割のみ化世帯 10 万円×11 世帯 

        ③ ①②世帯の子ども 5万円×2世帯（2名） 

        ④ 調整給付（定額減税補足給付） 

  756 万円（178 世帯 326 名） 

＊成 果：支給世帯数 203 世帯/支給対象世帯 228 世帯 

     支 給 率 89.0％ 

赤井川村非課税世帯等給付金

臨時給付事業 

6,095 千円 

(うち事務費 

475 千円) 

物価高が続く中で低所得世帯への支援を

行うことで、低所得の方々の生活維持を図

った。 

＊事業期間 R7.1.1～R7.3.31 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響による

住民の経済負担軽減が図られた。 

＊対象・支給額：① 非課税世帯   3 万円×180 世帯 

        ② ①世帯の子ども 2万円×8世帯（11 名） 

＊成 果：支給世帯数 188 世帯/支給対象世帯 225 世帯 

     支 給 率 83.6％ 

 

 

 



＜総務費つづき＞ 

事業名 決 算 額 事業概要 事業の効果 

赤井川村生活者支援給付金臨

時給付事業 

5,488 千円 

(うち事務費 

463 千円) 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影

響を受けた生活者に対して給付金を支給

することで負担軽減を図った。 

＊事業期間 R7.1.1～R7.3.31 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響による

住民の経済負担軽減が図られた。 

＊支給額：5千円×1,005 名（572 世帯） 

＊対 象：村に居住する世帯（所得 960 万円以下） 

＊成 果：支給世帯数 571 世帯/支給対象世帯 658 世帯 

     支 給 率 86.8％ 

赤井川村均等割のみ課税世帯

給付金臨時給付事業 

 

 

 

 

 

450 千円 低所得世帯（均等割のみ課税世帯）を対象

として、エネルギー・食料品価格等の物価

高騰の影響を受けた生活者に対して給付

金を支給することで負担軽減を図った。 

＊事業期間 R7.1.1～R7.3.31 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響による

低所得世帯（均等割のみ課税世帯）の経済負担軽減

が図られた。 

＊支給額：1万円×45 世帯 

＊対 象：均等割のみ課税世帯 

＊成 果：支給世帯数 45世帯/支給対象世帯 49世帯 

     支 給 率 91.8％ 

赤井川村子ども給付金臨時給

付事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,470 千円 エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影

響を受けた生活者（18 歳以下の児童と同

居）に対して給付金を支給することで負担

軽減を図った。 

＊事業期間 R7.1.1～R7.3.31 

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響による

18 歳以下の児童と同居する世帯の経済負担軽減が

図られた。 

＊支給額：1万円×147 名（89世帯） 

＊対 象：18 歳以下の児童と同居する世帯（子ども１人当たり

1万円） 

＊成 果：支給世帯数 89世帯/支給対象世帯 89世帯 

     支 給 率 100.0％ 



＜商工費＞ 

事業名 決 算 額 事業概要 事業の効果 

まるっとカルデラ農村フェス

補助金（臨時措置対応分） 

3,000 千円 

 

物価高騰の影響を受ける村内事業者を支

援するため、村内事業者が中心となって実

施する地域特性を活かした観光イベント

へ補助金を交付し、地域内経済の刺激・循

環を図る。 

＊支援方法 補助金の交付 

      交付額 1,000 千円 

＊事業期間 R6.9.14～R6.9.15 

多くの来場者が訪れることで、観光地としての認知

度向上に繋がるとともに、イベント参加者が道の駅

に立ち寄り、また、村内の宿泊施設へ宿泊したりと

域内事業への経済的効果があった。 

 

＊成 果：来場者数 6,800 人（実行委員会調べ） 

     出店者売上 約 9,000 千円 

 

＜集 計＞ 

歳    入 歳    出 

（執行額ベース） 

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金 

Ｒ５補正予算分（推奨事業メニュー分）  １，０００千円 

  予備費等分（一体支援枠分）      １０，４６１千円 

  Ｒ６補正予算分（推奨事業メニュー分）  ７，４０７千円 

  Ｒ６補正予算分（低所得世帯支援枠分）  ６，０１５千円 

 

  計                  ２４，８８３千円 

２８，５９２千円 

  赤井川村令和６年度給付金臨時給付事業       １２，０８９千円 

  赤井川村非課税世帯等給付金臨時給付事業       ６，０９５千円 

  赤井川村生活者支援給付金臨時給付事業        ５，４８８千円 

  赤井川村均等割のみ課税世帯給付金臨時給付事業      ４５０千円 

  赤井川村子ども給付金臨時給付事業          １，４７０千円 

  まるっとカルデラ農村フェス補助金（臨時措置対応分） ３，０００千円 

＜財源内訳＞ 

 交 付 金    24,883 千円 

 一般財源     3,709 千円 

※事 業 経 費：千円未満四捨五入（歳出）、切り捨て（歳入）にて集計しています。 

※歳出(執行額ベース)：事業経費の合算のため、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金関連の公表数値とは一致しません。 


